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　一宮の鉄工芸家、鈴木格子さんが今年の干支である子（ねずみ）の鉄工芸を製作しました。鈴木さ
んは、14年前からその年の干支を毎年製作。今年は、12年前に製作したねずみに３体の家族が加わ
り、賑やかになりました。この作品は、正月から節分までの間、小國神社に飾られ、参拝客を迎えます。

新しい年へ願いを込めて
今年も干支の製作に力が入る鈴木格

けいこ

子さん（赤根）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、令
和
最
初
と
な
り
ま
す
初

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
、町
行
政
に
対
し
ま
し
て
、ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
、４
年
の
任
期
を
ま
も
な
く

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。本
年
も
、第
９
次
総
合
計

画
の
着
実
な
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
4
月
30
日
に
天
皇
陛
下
が
退
位
さ

れ
、5
月
1
日
に
皇
太
子
殿
下
が
新
天
皇
に
即
位
さ

れ
て
、令
和
の
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
し

て
、皇
位
継
承
に
伴
う
諸
行
事
が
挙
行
さ
れ
、祝
賀

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、昨
年
も
全
国
各
地
で
台
風
や
大
雨
に
よ
る
自

然
災
害
が
相
次
い
で
発
生
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
の
九
州
北
部
大
雨
や
9
月
の
台
風
15
号
、特
に

10
月
の
台
風
19
号
は
県
内
を
は
じ
め
広
範
囲
に
記
録

的
な
大
雨
、暴
風
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。幸
い
、当

町
で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、災
害

へ
の
備
え
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

政
治
経
済
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、７
月
の
参

議
院
選
挙
に
お
い
て
与
党
が
改
選
過
半
数
を
維
持
、

10
月
に
は
消
費
税
率
10
％
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
で
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
の
日
本
代
表
の
大
躍
進
に
、日
本
中
が
歓
喜
の
渦

に
包
ま
れ
ま
し
た
。全
英
女
子
ゴ
ル
フ
で
の
20
歳
の
渋

野
日
向
子
選
手
の
メ
ジ
ャ
ー
制
覇
も
、記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、吉
野
彰
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
や
百

舌
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
認
定
な
ど
、喜
ば

し
い
出
来
事
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、森
町
に
お
き
ま
し
て
は
、今
年
度

も
第
９
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
重
点

施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

   

保
健
福
祉
の
分
野
で
は
、保
育
園
の
定
員
を
増
や
し

待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、保
育
園
の
移
転
新
築

を
支
援
し
ま
し
た
。

　

教
育
面
で
は
、町
内
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の
す
べ

て
の
普
通
教
室
と
一
部
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
対
策
、地
方
創
生
推
進
で
は
、情
報
発
信

と
移
住
定
住
・
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。７
月
に
新
た
な
魅

力
創
出
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、ア
ク
テ
ィ
森
で
の

「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ト
リ
ッ
プ
ｉ
ｎ
モ
リ
マ
チ
」を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。10
月
に
は
首
都
圏
在
住
の
森
町

ゆ
か
り
の
方
を
招
い
て「
森
町
ふ
る
さ
と
交
流
会
」を

開
催
し
、町
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
懇
親
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。今
後
、ふ
る
さ
と
森
町
を
応
援
し
て
い
た

だ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。そ

の
他
、東
京
都
江
東
区
で
開
催
さ
れ
た
江
東
区
民
ま
つ

り
に
出
展
し
、「
遠
州
の
小
京
都
・
森
町
」を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
の
視
点
か
ら
、町
内
避
難
所
へ
の
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、災
害
時

に
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
る
た
め
、森
町
ち
ゃ
っ
と

メ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
災
害
情
報
を
積
極
的
に
発
信

し
ま
し
た
。

　

結
び
に
、本
年
も
、総
合
計
画
に
掲
げ
る
町
の
将
来

像「
住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
心
和
ら
ぐ
森
町
」の
実
現

を
目
指
し
、町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
同
時
に
、森
町
を
全
国
へ
発
信
し
な
が

ら
、継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
森
町
フ
ァ
ン
を

増
や
し
、町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

「
住
む
人
も
訪
れ
る
人
も
心
和
ら
ぐ
森
町
」
を
目
指
し
て

おめでとうございます

森
町
長
　
太
田
　
康
雄

アクティ森で製作された干支の置物
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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、元
号
が
令
和

へ
と
変
わ
り
、希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
度
、静
岡
県
町
村
議
長
会
会
長
と
全
国

町
村
議
長
会
理
事
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
、多
く
の
議

長
と
交
流
し
、情
報
交
換
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

森
町
議
会
で
は
、一
般
質
問
に
一
問
一
答
を

導
入
し
た
混
合
方
式
を
始
め
、
そ
の
様
子
を

Y
O
U
T
U
B
E
で
配
信
し
た
り
、ま
た
、昨
年
度

提
出
し
た
政
策
提
言
の
検
証
評
価
を
進
め
る
な
ど
、

よ
り
議
会
が
活
性
化
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
が
到
来
し
、

国
も
地
方
も
大
き
く
変
革
す
る
中
で
、地
方
の
果
た

す
べ
き
役
割
や
責
務
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

森
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、山
積
す
る
課
題
に

立
ち
向
か
い
な
が
ら
、さ
ら
に
、開
か
れ
た
身
近
な
議

会
と
な
る
よ
う
、町
民
の
立
場
で
皆
さ
ま
の
声
を
行
政

に
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、適
正
な
行
政
運
営
の
監
視
役
と
し
て
、皆

さ
ま
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、昨
年
に
も
増
し
て
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

静
岡
県
森
町
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）の
新
春
を
ご
家
族
皆
さ

ま
で
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、友
好
町
の
交
流
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、昨
年
５
月
の
北
海
道「
も
り
ま
ち
桜
ま
つ

り
」に
は
、ご
多
忙
の
な
か
太
田
町
長
や
亀
澤
議
長
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
も
ご
来
町
い
た
だ
き
ま
し

た
。茶
娘
に
よ
る
試
飲
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
、美
味
し
い
遠
州
森
町
の
お
茶
を
心
待
ち

に
さ
れ
る
方
も
増
え
、情
緒
あ
ふ
れ
る
ま
つ
り
に
発
展

し
、太
田
町
長
の
ご
配
慮
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、11
月
恒
例
の
森
町
産
業
祭「
も
り
も
り
２
万

人
ま
つ
り
＆
農
協
祭
」で
は
、北
の
森
町
自
慢
の
魚
貝

類
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
伝
統
と
文
化
を
継
承
し
て
歴
史
を
刻
み
、

南
と
北
・
両
森
町
の
絆
を
一
層
深
め
る
よ
う
益
々
の
ご

交
流
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

子
年
の
年
頭
に
、南
の
森
町
の
更
な
る
ご
発
展
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、町
民
皆
様
方
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2020年　明けまして

森
町
議
会
議
長

　
　
　
亀
澤
　
進

北
海
道
森
町
長
　

　
　
　
梶
谷
　
惠
造
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第
20
回
記
念
静
岡
県
市
町
対
抗
駅

伝
競
争
大
会
が
11
月
30
日
、
静
岡
市

内
で
行
わ
れ
、
県
内
全
35
市
町
の
38

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
10

時
に
県
庁
本
館
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た

各
チ
ー
ム
は
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
草

薙
陸
上
競
技
場
ま
で
の
４
２
．１
９
５

㎞
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

森
町
チ
ー
ム
は
、
序
盤
か
ら
粘
り

の
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。
６
区
で
は
、

天
野
元
文
選
手
が
２
人
を
抜
い
て
、

町
の
部
入
賞
目
前
と
な
る
７
位
ま
で

順
位
を
上
げ
て
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
か

せ
、
続
く
７
区
で
は
、
鈴
木
一
平
選

手
が
区
間
３
位
の
圧
倒
的
な
走
り
で

順
位
を
１
つ
上
げ
、
そ
の
後
も
総
力

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
見
事
６
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

し
ず

伝

抗

町

か
お

市

対

駅

大会結果 町の部
1位

２位
３位

6位

清水町 ２時間17分13秒

吉田町 ２時間17分26秒

函南町 ２時間18分13秒

森　町 ２時間26分45秒

第
20
回

 

森
町
チ
ー
ム
、
町
の
部
６
位
入
賞
！

静岡県庁前を勢いよくスタートする選手たち

▲６位入賞を勝ち取った森町チーム

▲１区・鈴木選手の好走▲駿河路を翔ける２区・平田選手

故
郷
へ
の
思
い
を

　
　
　
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ

町の部で６位入賞！
昨年よりも順位を１つ上げ、タイムも１分以
上縮めるなど大きく成績を伸ばしました。

▲熱い声援を送る応援団のみなさん

▲感謝の気持ちを掲げゴールする 12 区・三郷選手
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今大会を振り返って

平田 爽馬
( 宮園小６年 )

榊原 彩那
( 森中２年 )

大石 雄塁
( 飯田小６年 )

谷口 健
( 袋井商業高２年 ) 大場 来夢

( 常葉大菊川高１年 )
今村 合花
( 宮園小６年 )

鈴木 ひより
( 磐田北高２年 )

伊藤 海心
( 浜松商業高１年 )

川崎 里咲
(( 株 ) 杏林堂薬局 )

天野 元文
( 本田技研工業 (株 ))

鈴木 一平
( 浜松日体中３年 )

三郷 一輝
( ユニバーサルエンターテイメントAC)

野
口 

登
暉（
森
小
５
年
）

石
田 

や
や（
宮
園
小
６
年
）

細
井 

萌
那（
飯
田
小
６
年
）

初めての１区。とても緊張した
けど、ベストを尽くして走ること
ができたので良かったです。

沿道の応援も力になり、自分
なりには役目を果たせたかな
と思います。ご声援ありがとう
ございました。

思うように走れなかった
ので、来年こそしっかり
走りたいです。

足が痛みましたが、完
走することができて良
かったです。

選手・町民の皆さんの想いのこ
もったタスキから不思議な力を
感じ、楽しく走らせてもらいまし
た。３年ぶりの入賞とてもうれし
いです。

タイムも納得できず、先輩にも記
録で負けてしまい悔いが残りまし
た。来年こそ良い走りができるよ
うにしたいです。

区間賞を狙っていましたが
残念です。来年も区間賞を狙
います。

納得のいく走りはできませんで
したが、皆さんのおかげで走る
ことができました。温かい声援
ありがとうございました。

練習通りのペースで自分なり
の走りができて良かったで
す。初めてのロードは、楽しく
走りきることができました。

今年は区間賞を狙っ
ていただけに、悔し
さもありますが、自
分の走りができて良
かったです。

昨年より楽しく走ること
ができました。来年は、
森町に貢献できるように
がんばります。

３年ぶりに選手として出場
できて良かったです。力不
足を感じることができ、良
い経験ができました。

昨年よりタイムが落ちて
しまい、申し訳ない気持
ちでいっぱいです。来年
は、新しいコースで森町
のために走りたいです。

全力を尽くし、悔いのな
い走りができて良かった
です。

初めての駅伝。緊張したけど、
自分のもっている力を出し切
ることができました。６位に入
賞できて良かったです。

森町チーム監督
兼選手

天野 元文さん
（一宮大久保）

　

６
位
入
賞
は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

１
つ
結
果
が
残
せ
た
こ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
も
良
か
っ
た
で
す
。
た
だ
し
、
成
績
は
入
賞
に

戻
れ
た
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
に
向
け

て
個
人
個
人
の
成
長
も
必
要
で
す
が
、
練
習
の
時

か
ら
み
ん
な
の
力
を
結
束
さ
せ
て
、
一
つ
で
も
上

の
順
位
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
期
間　

 

令
和
２
年
１
月
19
日（
日
）～
２
月
２
日（
日
）

●
場
所　

森
町
文
化
会
館
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
森
町
チ
ー
ム
駅
伝
写
真
展
」

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

選手のみなさんから一言選手のみなさんから一言

小学生1,500mタイムレース小学生1,500mタイムレース

※敬称略

森森
森

森

森 森 森

森

森森

森

森

1区2区3区4区

6区 7区 8区

9区

10区11区
12区

5区

5 広報もりまち 令和2年1月号　



■
譲
渡
所
得（
公
共
事
業
の
土
地
・
建
物
の

　
譲
渡
を
除
く
）

■
分
離
課
税
を
選
択
し
た
上
場
株
式
等
の

　
配
当
所
得

■
山
林
所
得

■
は
じ
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

■
耐
震･

改
修
工
事
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

　
控
除

■
青
色
申
告
・
消
費
税
の
申
告
・
肉
用
牛（
免

　
税
牛
）の
申
告

■
贈
与
税
・
相
続
税
の
申
告

■
過
年
度
の
申
告

■
準
確
定
申
告（
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
確
定

　
申
告
）

2
月
17
日
月
〜
3
月
16
日
月

税
金
の
申
告
は
お
早
め
に
！

町
で
受
付
で
き
な
い
所
得
税
の
申
告
内
容

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ

る
人
で
、令
和
元
年
中
の
所
得
額（
す
べ
て
の

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
金
額
）

が
所
得
控
除
額（
基
礎
控
除
、配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
合
計
金
額
）を
上
回
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人（
譲
渡
所
得
に
該

当
す
る
の
で
、忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
）

★
町
県
民
税
お
よ
び
森
町
の
申
告
会
場
に
つ
い
て

　
　
役
場
税
務
課
町
民
税
係
　
　
☎
8
5‒

6
3
0
8

★
所
得
税
お
よ
び
税
務
署
の
申
告
会
場
に
つ
い
て

　
　
磐
田
税
務
署 

　  

　
　
　
　
☎
3
2‒

6
1
1
1（
自
動
音
声
）

※

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
は「
0
」を
、説
明
会
に
関
す
る
質
問
な
ど
は

「
2
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告（
所
得
税
）が
必
要
な
人

右に該当する申告は
こちらへお出かけください。町民生活センターでの受付

税理士による無料税務相談

年金受給者の確定申告相談会は行いません

※作成が終わった申告書であれば町に提出
　できます。

※会場の混雑状況により、受付を早めに
　終了する場合があります。

《税務署の申告会場》

申
告
期
間

磐田市文化振興センター2階
大会議室（磐田市二之宮東3-2）
2月17日(月)～3月16日(月)
※土・日は除く
9：00～17：00

（受付終了時間：16：00）

町民生活センター（１階第１会議室）

2月17日（月）～28日（金）※土・日は除く
9:30～11:30、13:00～15:30

町民生活センター　1階　第1会議室
2月17日(月)～3月16日(月)
※土・日は除く

（午前の部）  8：30～11：30
（午後の部）13：00～15：30

　例年2月初旬に磐田税務署が袋井市東分庁
舎（コスモス館）で開催していました年金受給者
の方への確定申告相談会は、スマートフォンか
らの申告もできるようになったことから、今年よ
り開催されなくなりましたのでご了承ください。
問　磐田税務署 ☎32-6111
　　（自動音声案内です。「２」を選択してください）

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

□
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー

ド
、ま
た
は
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
る
住
民
票

□
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、健
康

保
険
証
な
ど
）

□
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

□
事
前
に
申
告
書
類
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人

は
、そ
の
送
付
書
類

□
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ

□
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、

収
支
内
訳
書
、固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書（
課
税
明
細
書
）

□
給
与
所
得
者
と
年
金
所
得
者

は
、「
源
泉
徴
収
票
」、年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
賃
金
が
あ
る
人
は
、支
払

先
か
ら
支
払
額
を
証
明
す
る
も
の
　

□
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書（
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
）

□
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
任
意
継
続
掛
金
な

ど
の
納
付
額（
平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元

年
12
月
）が
わ
か
る
も
の

□
生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料（
ま
た
は
旧

長
期
損
害
保
険
料
）の
控
除
証
明
書

□
配
当
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
上
場
株

式
に
限
り
、配
当
金
計
算
書（
支
払
通
知

書
）の
原
本
、特
定
口
座
年
間
取
引
報
告

書（
全
て
の
ペ
ー
ジ
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、医
療
費
明

細
書
、お
む
つ
使
用
証
明
書
な
ど
の
証
明

書
類
、医
療
費
の
お
知
ら
せ
通
知
、医
療

申
告
に
必
要
な
も
の

●
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

で
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な

い
人

●
利
子
・
配
当
・
給
与
・
譲
渡
・
山
林
・
一
時
所

得
・
雑
所
得
が
あ
る
人
で
、所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
人

●
給
与
所
得
者
で
、給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

人（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

と
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

●
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、社
会
保
険

料
控
除
、医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

●
令
和
元
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、所
得
・
課
税

証
明
書
な
ど
が
必
要
な
人（
収
入
が
な
い
人

で
も
申
告
を
し
て
い
な
い
と
証
明
書
が
発
行

で
き
ま
せ
ん
）

※
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人
は
、町
県
民
　 

　税
申
告
は
不
要
で
す
。

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
人
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
で
す
。

た
だ
し
、こ
の
場
合
で
も
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
は
で
き
ま
す
。

※

公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
と
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※

確
定
申
告
が
不
要
の
人
で
も
、公
的
年
金
以

外
の
所
得（
20
万
円
以
下
）が
あ
る
場
合
や

町
県
民
税
で
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料

控
除
な
ど
を
追
加
す
る
場
合
に
は
、町
県
民

税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
は

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
と

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
！！

公
的
年
金
等
の
所
得
が
あ
る
人

問
い
合
わ
せ
先

　
　
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、通
常
の
場

合
、勤
務
先
の
年
末
調
整
に
よ
り
精
算
さ
れ

る
た
め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
、確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
令
和
元
年
中
の
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
●
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

●
給
与
収
入
が
あ
り
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
人

●
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
給
与
収
入
と
各
種
所
得
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

給
与
所
得
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、森
町
に

　
　
　
　
住
所
が
あ
り
、次
に
該
当
す
る
人

費
に
対
し
て
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
は
そ
の

金
額
が
わ
か
る
も
の

□
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制（
医
療
費

控
除
の
特
例
）を
受
け
る
人
は
、特
定
一
般

用
医
薬
品
な
ど
の
購
入
費
の
明
細
書
、予

防
接
種
の
領
収
書
や
定
期
健
康
診
断
の
結

果
通
知
な
ど（
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
）

□
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、申
告
す

る
人
の
還
付
金
の
振
込
先
・
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の（
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）

□
控
除
対
象
者（
配
偶
者
や
扶
養
親

族
）の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る

書
類（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知

カ
ー
ド
、ま
た
は
個
人
番
号
が
記

          

載
さ
れ
て
い
る
住
民
票
な

 

　
　
　
　ど
い
ず
れ
か
一
つ
）

会場
期間

時間
会場

期間

時間

会場
日時

事前に作成・計算をお願いします

　複数人分の申告をする人や事業
所得及び医療費控除の申告をする
人は作成に時間を要しますので、早
めの時間帯にお越し下さいますよ
うご協力をお願いします。

※町民生活センター内に、e-Taxと確定申告書作
成コーナーが利用できるパソコンを設置してあり
ますので、ぜひご利用ください。

次の書類は、作成・計算されていないと
受付できません。
◆収支内訳書（営業・農業・不動産所得がある人）
◆医療費明細書（医療費控除を受ける人）
◆セルフメディケーション税制の
　明細書（医療費控除の特例を受ける人）
※医療を受けた人ごと、医療機関ごとに集計し、記載した上
で申告会場にお越しください（領収書の持参不要） 医療費明細書

6広報もりまち 令和2年1月号　



■
譲
渡
所
得（
公
共
事
業
の
土
地
・
建
物
の

　
譲
渡
を
除
く
）

■
分
離
課
税
を
選
択
し
た
上
場
株
式
等
の

　
配
当
所
得

■
山
林
所
得

■
は
じ
め
て
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

■
耐
震･

改
修
工
事
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

　
控
除

■
青
色
申
告
・
消
費
税
の
申
告
・
肉
用
牛（
免

　
税
牛
）の
申
告

■
贈
与
税
・
相
続
税
の
申
告

■
過
年
度
の
申
告

■
準
確
定
申
告（
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
確
定

　
申
告
）

2
月
17
日
月
〜
3
月
16
日
月

税
金
の
申
告
は
お
早
め
に
！

町
で
受
付
で
き
な
い
所
得
税
の
申
告
内
容

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ

る
人
で
、令
和
元
年
中
の
所
得
額（
す
べ
て
の

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
金
額
）

が
所
得
控
除
額（
基
礎
控
除
、配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
合
計
金
額
）を
上
回
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人（
譲
渡
所
得
に
該

当
す
る
の
で
、忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
）

★
町
県
民
税
お
よ
び
森
町
の
申
告
会
場
に
つ
い
て

　
　
役
場
税
務
課
町
民
税
係
　
　
☎
8
5‒

6
3
0
8

★
所
得
税
お
よ
び
税
務
署
の
申
告
会
場
に
つ
い
て

　
　
磐
田
税
務
署 

　  

　
　
　
　
☎
3
2‒

6
1
1
1（
自
動
音
声
）

※
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
は「
0
」を
、説
明
会
に
関
す
る
質
問
な
ど
は

「
2
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告（
所
得
税
）が
必
要
な
人

右に該当する申告は
こちらへお出かけください。町民生活センターでの受付

税理士による無料税務相談

年金受給者の確定申告相談会は行いません

※作成が終わった申告書であれば町に提出
　できます。

※会場の混雑状況により、受付を早めに
　終了する場合があります。

《税務署の申告会場》

申
告
期
間

磐田市文化振興センター2階
大会議室（磐田市二之宮東3-2）
2月17日(月)～3月16日(月)
※土・日は除く
9：00～17：00

（受付終了時間：16：00）

町民生活センター（１階第１会議室）

2月17日（月）～28日（金）※土・日は除く
9:30～11:30、13:00～15:30

町民生活センター　1階　第1会議室
2月17日(月)～3月16日(月)
※土・日は除く

（午前の部）  8：30～11：30
（午後の部）13：00～15：30

　例年2月初旬に磐田税務署が袋井市東分庁
舎（コスモス館）で開催していました年金受給者
の方への確定申告相談会は、スマートフォンか
らの申告もできるようになったことから、今年よ
り開催されなくなりましたのでご了承ください。
問　磐田税務署 ☎32-6111
　　（自動音声案内です。「２」を選択してください）

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

□
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー

ド
、ま
た
は
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
る
住
民
票

□
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、健
康

保
険
証
な
ど
）

□
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

□
事
前
に
申
告
書
類
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人

は
、そ
の
送
付
書
類

□
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
の
ハ
ガ
キ

□
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
は
、

収
支
内
訳
書
、固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書（
課
税
明
細
書
）

□
給
与
所
得
者
と
年
金
所
得
者

は
、「
源
泉
徴
収
票
」、年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
賃
金
が
あ
る
人
は
、支
払

先
か
ら
支
払
額
を
証
明
す
る
も
の
　

□
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書（
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
）

□
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
・
任
意
継
続
掛
金
な

ど
の
納
付
額（
平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元

年
12
月
）が
わ
か
る
も
の

□
生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料（
ま
た
は
旧

長
期
損
害
保
険
料
）の
控
除
証
明
書

□
配
当
所
得
の
申
告
を
す
る
人
は
上
場
株

式
に
限
り
、配
当
金
計
算
書（
支
払
通
知

書
）の
原
本
、特
定
口
座
年
間
取
引
報
告

書（
全
て
の
ペ
ー
ジ
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、医
療
費
明

細
書
、お
む
つ
使
用
証
明
書
な
ど
の
証
明

書
類
、医
療
費
の
お
知
ら
せ
通
知
、医
療

申
告
に
必
要
な
も
の

●
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

で
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な

い
人

●
利
子
・
配
当
・
給
与
・
譲
渡
・
山
林
・
一
時
所

得
・
雑
所
得
が
あ
る
人
で
、所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
い
人

●
給
与
所
得
者
で
、給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

人（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

と
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

●
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、社
会
保
険

料
控
除
、医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

●
令
和
元
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、所
得
・
課
税

証
明
書
な
ど
が
必
要
な
人（
収
入
が
な
い
人

で
も
申
告
を
し
て
い
な
い
と
証
明
書
が
発
行

で
き
ま
せ
ん
）

※

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人
は
、町
県
民
　 

　税
申
告
は
不
要
で
す
。

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

の
人
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
で
す
。

た
だ
し
、こ
の
場
合
で
も
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
は
で
き
ま
す
。

※

公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
と
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※

確
定
申
告
が
不
要
の
人
で
も
、公
的
年
金
以

外
の
所
得（
20
万
円
以
下
）が
あ
る
場
合
や

町
県
民
税
で
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料

控
除
な
ど
を
追
加
す
る
場
合
に
は
、町
県
民

税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
は

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
と

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
！！

公
的
年
金
等
の
所
得
が
あ
る
人

問
い
合
わ
せ
先

　
　
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、通
常
の
場

合
、勤
務
先
の
年
末
調
整
に
よ
り
精
算
さ
れ

る
た
め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
、確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
令
和
元
年
中
の
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
●
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

●
給
与
収
入
が
あ
り
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
人

●
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
給
与
収
入
と
各
種
所
得
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

給
与
所
得
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、森
町
に

　
　
　
　
住
所
が
あ
り
、次
に
該
当
す
る
人

費
に
対
し
て
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
は
そ
の

金
額
が
わ
か
る
も
の

□
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制（
医
療
費

控
除
の
特
例
）を
受
け
る
人
は
、特
定
一
般

用
医
薬
品
な
ど
の
購
入
費
の
明
細
書
、予

防
接
種
の
領
収
書
や
定
期
健
康
診
断
の
結

果
通
知
な
ど（
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
）

□
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、申
告
す

る
人
の
還
付
金
の
振
込
先
・
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の（
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）

□
控
除
対
象
者（
配
偶
者
や
扶
養
親

族
）の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る

書
類（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知

カ
ー
ド
、ま
た
は
個
人
番
号
が
記

          

載
さ
れ
て
い
る
住
民
票
な

 

　
　
　
　ど
い
ず
れ
か
一
つ
）

会場
期間

時間
会場

期間

時間

会場
日時

事前に作成・計算をお願いします

　複数人分の申告をする人や事業
所得及び医療費控除の申告をする
人は作成に時間を要しますので、早
めの時間帯にお越し下さいますよ
うご協力をお願いします。

※町民生活センター内に、e-Taxと確定申告書作
成コーナーが利用できるパソコンを設置してあり
ますので、ぜひご利用ください。

次の書類は、作成・計算されていないと
受付できません。
◆収支内訳書（営業・農業・不動産所得がある人）
◆医療費明細書（医療費控除を受ける人）
◆セルフメディケーション税制の
　明細書（医療費控除の特例を受ける人）
※医療を受けた人ごと、医療機関ごとに集計し、記載した上
で申告会場にお越しください（領収書の持参不要） 医療費明細書
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宮
園
小
６
年
生
児
童
56
人
は

11
月
14
日
、社
会
科
で「
税
」に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。役
場
税
務
課

職
員
が
講
師
と
な
り
、「
税
金
っ
て

何
？
」「
税
金
っ
て
何
で
必
要
な
ん

だ
ろ
う
？
」「
税
金
を
納
め
た
こ
と

が
あ
る
人
は
い
る
？
」な
ど
と
児

童
ら
に
質
問
を
投
げ
か
け
な
が

ら
、税
金
の
使
い
み
ち
や
税
金
の

流
れ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。税

金
の
な
い
世
界
を
描
い
た
ア
ニ
メ

を
見
た
児
童
た
ち
は
、「
税
金
が
な

い
と
み
ん
な
が
大
変
な
暮
ら
し
に

な
っ
て
し
ま
う
」「
学
校
で
の
授
業

料
や
教
科
書
代
を
払
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
」な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
中
に
戦
死
し
た
中

川
出
身
の
永
澤
芳
雄
さ
ん（
当
時

30
歳
）の
遺
品
、寄
せ
書
き
入
り
の

日
章
旗
が
11
月
25
日
、米
オ
レ
ゴ

ン
州
の
非
営
利
団
体「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
ソ

サ
エ
テ
ィ
」か
ら
遺
族
に
返
還
さ
れ

ま
し
た
。戦
後
の
長
い
歳
月
を
経

て
の
帰
郷
と
な
り
、お
い
の
永
澤

秋
高
さ
ん
は「
貴
重
な
寄
せ
書
き

が
届
け
ら
れ
て
う
れ
し
い
。早
速
、

墓
前
に
報
告
し
た
い
」と
感
慨
深

げ
に
語
り
ま
し
た
。町
長
室
で
行

わ
れ
た
返
還
式
で
は
、Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
ソ

サ
エ
テ
ィ
共
同
代
表
の
レ
ッ
ク
ス・

ジ
ー
ク
さ
ん
が
返
還
の
経
緯
や
活

動
の
様
子
を
説
明
し
、遺
族
に
日

章
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
を

受
け
た
三
倉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ（
滝
瀨
智

孝
会
長
）が
、12
月
６
日
、比
奈
地

教
育
長
に
受
賞
報
告
を
し
ま
し

た
。同
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、保
護
者
会
員

が
14
人
と
少
な
い
な
が
ら
、草
刈

り
な
ど
の
奉
仕
作
業
や
放
課
後
の

見
守
り
、親
子
参
加
の
学
校
保
健

委
員
会
、月
１
回
の
あ
い
さ
つ
運

動
や
徒
歩
通
学
児
童
へ
の
付
き
添

い
な
ど
、家
庭・地
域・学
校
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。滝
瀨
会
長
は「
今
ま
で

の
歴
代
の
役
員
や
会
員
の
積
み
重

ね
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
」と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。文
部
大
臣
表
彰

は
、全
国
１
２
９
団
体
が
受
賞
、

県
内
か
ら
は
３
団
体
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

税
に
つ
い
て
考
え
る

日
章
旗
が
ふ
る
さ
と

森
町
の
遺
族
に
返
還

三
倉
小
P
T
A
が

文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞

１億円のレプリカを持ってお金の重さを体験

教育長に表彰状を披露する滝瀨会長（左）

永澤秋高さん(左)とレックス・ジークさん・敬子さん

児
童
生
徒
を
表
彰

税
に
関
す
る
優
秀
作
品

　
袋
井
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ

る「
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」が

行
わ
れ
、袋
井
市・森
町
の
小
学
校
と

特
別
支
援
学
校
の
５・６
年
生
か
ら

２
８
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。コ
ン
テ
ス
ト
は
、人
権
を
尊
重
し

　
全
国
納
税
貯
蓄
連
合
会
主
催
に

よ
る「
小・中
学
生
の
税
に
関
す
る

作
品
」募
集
が
行
わ
れ
、審
査
の
結

果
、次
の
児
童・生
徒
の
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

合
う
意
義
を
考
え
て
も
ら
う
目

的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

◎
優
秀
賞

鈴
木
さ
や
な（
飯
田
小
６
年
）

松
井
音
葉（
森
小
６
年
）

◎
優
秀
賞

笠
原
梨
緒
菜(

天
方
小
５
年
）

加
藤
梨
菜(

三
倉
小
６
年
）

鈴
木
那
優(

宮
園
小
６
年
）

◎
入
選

細
井
萌
那（
飯
田
小
６
年
）

◎
作
文
の
部

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

山
本
果
和（
森
中
３
年
）

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

鈴
木
優（
旭
が
丘
中
３
年
）

森
町
長
賞

木
下
智
恵(

泉
陽
中
３
年
）

◎
習
字
の
部

森
町
長
賞

鈴
木
潤
一
郎(

宮
園
小
６
年
）

◀
鈴
木
さ
や
な
さ
ん
の
作
品

人
権
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
を
表
彰

▲鈴木潤一郎さんの作品

◎
ポ
ス
タ
ー
の
部

磐
周
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

菅
沼
こ
こ
み（
宮
園
小
６
年
）

森
町
長
賞

髙
綱
陽
菜（
宮
園
小
６
年
）
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空
き
家
に
関
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
会
を
開
催

文
化
会
館
を
き
れ
い
に

次
世
代
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
コ
ラ
ボ
★
ラ
ボ
」を
開
催

豊
田
合
成(

株)

森
町
工
場

が
収
益
金
を
寄
付

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
清
掃
奉
仕

人
権
を
理
解
し
、ス
マ
ホ

の
利
用
方
法
を
学
ぶ

森
町
建
設
事
業
協
同
組
合

が
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
在
宅
医
療・介
護
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
よ
う
と
、12
月
７
日
、文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
、福
井
県
高

浜
町
の
井
階
友
貴
医
師
を
中
心
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
た

め
に
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、町
民
と

介
護・医
療・行
政
関
係
者
ら
65
人

が
参
加
し
、複
数
の
課
題
に
つ
い
て

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
話
し

合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。課
題

の
原
因
や
解
決
手
段
、理
想
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
、参
加
者
か
ら
は

「
た
く
さ
ん
の
人
と
話
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
、も
っ

と
町
を
よ
く
し
て
住
み
や
す
く
し

た
い
」と
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

森
町
建
設
事
業
協
同
組
合（
岡

野
良
隆
会
長
）は
11
月
15
日
、町

内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。清
掃
に
は
、同
組
合
６
社

か
ら
20
人
が
参
加
。県
道
や
町
道

に
設
置
さ
れ
て
い
る
３
０
１
基
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
鏡
や
支
柱
を
、

洗
剤
や
モ
ッ
プ
を
使
い
き
れ
い
に

磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　

森
町
建
設
事
業
協
同
組
合
が

12
月
２
日
に
役
場
を
訪
れ
、歳
末

助
け
合
い
募
金
を
太
田
町
長
に
寄

託
し
ま
し
た
。募
金
は
、森
町
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て「
静
岡

県
共
同
募
金
会
」に
預
け
ら
れ
、身

近
な
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

県
が
主
催
す
る「
空
き
家
の
無

料
相
談
会
」が
12
月
７
日
、町
民

生
活
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、21

組
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。「
相

続
し
た
空
き
家
を
売
却
し
た
い
け

ど
、何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」な
ど
、様
々
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、専
門
家
や
職
員
が
応
じ

ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
正
し
い
利
用
方
法
や
危
険
性
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
、袋
井
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
と
携
帯
電
話
会

社（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）が
連
携
し
た

人
権
教
室
が
、12
月
11
日
、旭
が

丘
中
学
校
の
全
校
生
徒
を
対
象

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
マ
ホ・

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」で
は
、生
徒

た
ち
は
、映
像
や
ク
イ
ズ
を
通
し

て
人
権
の
大
切
さ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
気

を
つ
け
た
い
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
講
師
か
ら
は

「
投
稿
す
る
際
に
個
人
を
特
定
す

る
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
が
な
い
か

確
認
を
し
よ
う
」「
書
き
込
み
に
は

責
任
を
も
ち
ま
し
ょ
う
」と
生
徒
た

ち
に
呼
び
掛
け
を
し
ま
し
た
。

　

豊
田
合
成(

株)

森
町
工
場（
柴

剛
治
工
場
長
）と
豊
田
合
成(

株)

労
働
組
合
森
町
支
部（
鈴
木
敏
森

町
支
部
委
員
長
）は
昨
年
12
月
12

日
、10
月
に
本
社
で
開
催
し
た
Ｔ

Ｇ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
収
益
金
や
、同
社
Ｏ
Ｂ
会

に
よ
る
寄
付
金
６
万
４
千
円
を
町

に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

掛
川
公
的
年
金
受
給
者
協
会

周
智
支
部（
𠮷
川
三
郎
支
部
長
）は

12
月
19
日
、会
員
ら
30
人
が
参
加

し
、森
町
文
化
会
館
敷
地
内
の
清

掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

カーブミラー清掃のようす

「スマホ・ケータイ安全教室」でのようす

募金を手渡す岡野会長(中央)

寄付金を手渡す
鈴木森町支部委員長（中央）と柴工場長（右）

「空き家の無料相談会」のようす

「コラボ★ラボ」に参加された皆さん

9 広報もりまち 令和2年1月号　



もり もり Topics MORI MORI TOPICS
もりまちの情報！ニュース！etc.

もり

もりもり

もり

　「青少年赤十字」に加盟する遠江総合高校の生徒会
と森町赤十字奉仕団は12月13日、ピアゴ森店で「ＮＨＫ
海外たすけあい街頭キャンペーン」を行い、37,297円
が集まりました。同校生徒会長の山田菜月さんは「高校
生でもさまざまな人たちに思いを伝えることができる」
と語りました。募金は「日本赤十字社静岡県支部」を通じ
て、世界各地の紛争や災害、病気などで苦しむ人々を救
うために役立てられます。

　森小で12月3日、周智茶手揉保存会の指導のもと、
3年生67人が「お茶の手揉みとお茶の淹

い
れ方」を学び

ました。手揉み体験では、児童たちが両手で茶葉を振
るい落とす「葉振るい」や、両手で茶をころがす「回転も
み」など伝統の技を体験。お茶の淹

い
れ方では、湯の温

度により、旨みと渋みが違うことを学び、児童たちから
は「苦いけど、すごくおいしかった」などの感想が聞か
れました。

　森町出身で日本を代表する書家・杭迫柏樹さんの作
品展が、11月26日と27日に袋井市総合センターで開
催されました。地域文化の振興を図る団体「興静会」が
主催となり、「生活空間に生きる書」をテーマにした額
装、軸装など35点を展示。杭迫さんが大切にしている言
葉や詩文などが、躍動感あふれる書にしたためられ、来
場者を魅了しました。杭迫さんは「故郷の遠州の地で展
覧会を開催することができてありがたい」と話しました。

　「遠州森町次郎柿ワイン」の完成発表会が12月19
日、アクティ森のレストランで行われました。今年は、製
造発売20年という記念すべき年にあたり、ラベルのデ
ザインを一新。約2,100本のワインを製造しました。町
内の酒店など16ヶ所で販売されます。遠州森町次郎柿
ワイン推進協議会の鈴木康之会長ら出席者は、甘口で
芳醇な味わいの次郎柿ワインをグラスに注ぎ、乾杯し
て完成を祝いました。

お茶のことよく分かった！

海外たすけあい街頭募金を実施

今年も次郎柿ワインで乾杯！

書家杭迫さんが作品展を開催

作品を解説する杭迫柏樹さん

次郎柿ワインの味わいを楽しむ出席者たち

募金活動のようす（ピアゴ森店で）

会員から手揉み茶の製法を学ぶ森小児童たち

10広報もりまち 令和2年1月号　



広報もりまち動画版
スマホやパソコンからアクセス

森町ホームページで
動 画 公 開 中

インターネットで「広報もりまち動画版」
と検索していただくか、右のQRコードを
スマホや携帯から読み取ってください。

もり

もり

　年末の交通安全県民運動にちなみ12月16日、豊
田合成(株)森町工場の社員と袋井警察署の交通安全
指導員らが園田幼稚園を訪れ、交通安全を呼び掛ける

「愛のクリスマス作戦」を行いました。トヨタグループ
のキャラクター「クック」の登場に大喜びした園児たち
は、クイズや紙芝居で楽しく交通ルールを学び、交通
安全のお約束をしました。19日には摩耶保育園で同
様の交通安全教室を開催しました。

　遠江総合高校の３年生11名は11月28日、選択授業
「伝統・基礎音楽」の発表の場として、天宮神社で「天
宮神社に捧げる舞」や雅楽を奉納しました。全国で雅
楽の素晴らしさを伝える牧田明子氏を講師に迎え、生
徒たちは演奏技術だけでなく、礼儀や作法など伝統芸
能を継承するうえで大切な資質を学んできました。奉
納後、生徒は「神様の前で奉納できる貴重な体験をあ
りがとうございました」と感謝を述べました。

天宮神社で舞と雅楽を奉納

クックと交通安全を学んだよ

クックからプレゼントをもらう園田幼稚園児たち

遠高生たちが「天宮神社に捧げる舞」を奉納

もり

もり

もり

　磐田・袋井・森町の文化協会による「ほっとコーラス
フェスティバル」が12月14日、文化会館で開催され、
各協会に加盟する合唱団体が美しいハーモニーを披
露しました。

　児童館で12月14日、クリスマス会が開かれ、地元の
小・中学生や高校生、「おはなしぶらんこ」のメンバーた
ちが歌やダンスなど楽しいステージを披露しました。

　遠江一宮駅夢づくりの会（久保下和義会長）の呼び
掛けで12月26日、地域住民や旭が丘中の生徒らが、
天浜線・遠江一宮駅の大掃除を行いました。

心を込めて！遠江一宮駅を大掃除

ほっとコーラスフェスティバル

児童館でメリークリスマス

遠江一宮駅を清掃する参加者たち

美しい歌声を披露するさざんかコーラスの皆さん

「おはなしぶらんこ」によるブラックシアター
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information

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
全
て

の
人
は
、国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、日

本
年
金
機
構
か
ら
、国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き

ま
す（
厚
生
年
金
ま
た
は
共

済
年
金
に
加
入
済
み
の
方
は

除
く
）。

　

令
和
元
年
度
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、月
額
１
６
，３
４
０

円
で
す
。

　
未
納
期
間
が
多
い
と
、将
来
、

老
齢
年
金
や
障
害
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

に
は
、「
学
生
納
付
特
例
申
請
」、

「
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
」が
で
き
ま
す
の
で
、免
除
制

度
に
つ
い
て
は
年
金
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

掛
川
年
金
事
務
所

☎
０
５
３
７-

２
１-

５
５
２
１

役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

☎
８
５-

６
３
１
３

〈
年
金
加
入
者
の
種
類
〉

〈
国
民
年
金
の
保
険
料
〉

①
第
１
号
被
保
険
者

②
第
２
号
被
保
険
者

③
第
３
号
被
保
険
者

　

農
林
漁
業
、自
営
業
、パ
ー

ト
勤
務
、無
職
、学
生
な
ど
の

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
人
。

　

保
険
料
は
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す（
ご
希
望
に

よ
り
、便
利
な
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
。

　

保
険
料
は
給
与
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者（
会
社
員

の
妻
な
ど
）。

20歳になったら国民年金に加入します

　

保
険
料
は
自
分
で
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　恒例の森町ロードレース大会が、２月２日（日）に開催されます。
　今年も全国各地から２，６５3人のランナーがエントリーし、号砲と
ともに如

きさらぎ
月の町内を駆け抜けます。

　沿道での皆さんの温かいご声援をよろしくお願いします。

各部門別コースと予想通過時間

スタート（竜光石油ＧＳ付近） → 遠州森駅前通過 → オカダヤ右折 → 森川橋信号機右折 → ゴール

スタート（竜光石油ＧＳ付近） → 遠州森駅前通過 → オカダヤ右折 → 森川橋信号機右折 → ゴール

スタート(竜光石油ＧＳ付近） → 金与食堂左折 → 保健福祉センター左折 → 商工会前右折 →

→ 森小学校校門直進 → 野口製茶右折 → 川向交差点右折 → 仲横町白羽屋右折 → 泉嘉書店左折 →

→ シルバー人材センター右折 → 旧鈴木長十商店左折 → 森川橋信号機右折 → ゴール

スタート（竜光石油ＧＳ付近） → 金与食堂左折 → 保健福祉センター左折 → 商工会前右折 → 森小学校校門直進 →

→ 野口茶店前左折 → 天宮町営住宅 → 昭和新池折り返し → 野口茶店前左折 → 川向交差点右折 →

→ 仲横町白羽屋右折 → 泉嘉書店左折 → シルバー人材センター右折 → 旧鈴木長十商店左折 → 森川橋信号機右折 → ゴール

スタート（竜光石油ＧＳ付近） → 金与食堂左折 → 保健福祉センター左折 → 商工会前右折 → 森小学校校門直進 →

→ 野口茶店前右折 → 川向交差点左折 → 三軒家・城下中通り → 元開橋渡りＴ字路右折 → アクティ森直進 →

→ 鍛冶島地内（折り返し） → 大鳥居月花園左折 → 元開橋渡り左折 → 城下堤防道路 → 三軒家・赤松通り直進 →

→ 仲横町白羽屋右折 → 泉嘉書店左折 → シルバー人材センター右折 → 旧鈴木長十商店左折 → 森川橋信号機右折 → ゴール

※時間は若干前後しますので
　ご注意ください

◎開会式／午前8時30分（文化会館お祭り広場）
◎スタート地点／竜光石油GS付近（ﾊｰﾌ・10㎞・5.3㎞・3㎞）◎ゴール地点／文化会館駐車場

9：40

10：10

9：55 9：57～10：00 10：00～10：05 10：00～10：09

10：10～10：30 10：17～10：4710：02～10：13 

10：19～10：51

9：30

9：37～9：48

10：02～10：43

10：25～11：25

9：32～9：36 

9：40～9：50

10：14～11：04

10：26～11：30

9：35～9：41

9：44～10：09

10：23～11：20

10：27～11：40 10：37～11：50

9：36～9：42

9：48～10：16

10：20～10：54 10：25～11：28

10：12～10：16

10：16～10：24 10：17～10：28 10：20～10：32

10：21～10：35 10：22～10：36 10：26～10：55

10：15～10：22 

9：45 9：46～9：50 9：49～10：00 9：54～10：12

9：41～9：45 9：44～9：55 9：49～10：07
一　般

３㎞の部

5.3㎞
の部

10㎞
の部

ハーフ
の部

小学生・同伴親

森町ロードレース大会第49回 2月2日開催

昨年のロードレース大会の様子（ハーフの部）
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そ
の
一
票
　
未
来
を
変
え
る
　
第
一
歩

森
町
長
選
挙

森
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

 

２
月
９
日(

日)

は
、任
期
満
了
に
伴
う
森
町
長
選
挙
と
、欠
員
補
充
の
森
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。私
た
ち
住

民
の
意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
最
も
身

近
で
大
切
な
選
挙
で
す
。

　
私
た
ち
の
町
の
代
表
と
し
て
、ふ
さ
わ
し
い
人
を

自
ら
投
票
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

投
票
時
間

２
月
９
日
日

２
月
９
日
日

午
前
７
時
～
午
後
８
時

午
前
７
時
～
午
後
８
時

投 票 所 は 次 の７会 場 で す
投票区 区域 投票所の場所　

１ 三倉
地区

三倉総合センター
（森町森林組合事務所・隣）

２ 天方
地区

大鳥居公民館
（大鳥居町内会・地区集会場）

３ 森地区
北部

森中学校体育館
（森中学校敷地内）

４ 森地区
南部

森町町民生活センター
（森町役場・隣）

５ 一宮
地区

一宮総合センター
（一宮幼稚園・北）

６ 園田
地区

園田総合センター
（園田地区コミュニティ防災
センター）

７ 飯田
地区

飯田総合センター
（飯田地区コミュニティ防災
センター）

※投票所入場券に記載されている投票所をお確か
めの上お出かけください。

　
指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
、入
所
し
て
い
て
、

選
挙
期
日
に
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、そ
の
施
設
の
責
任
者

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。不
在
者

投
票
の
投
票
期
間
は
、期
日
前
投

票
と
同
じ
で
す
。

投
票
期
間

投
票
時
間

投
票
場
所

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時
00
分

森
町
町
民
生
活
セ
ン
タ
ー
１
階

２
月
５
日（
水
）～

　
　
　
　
　
８
日（
土
）の
毎
日

　

選
挙
期
日（
２
月
９
日
）当
日
に

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
で
き
な

い
人
は「
期
日
前
投
票
」が
で
き

ま
す
。

※
入
場
券
の
裏
面
に「
宣
誓
書
」の
様

式
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。期
日

前
投
票
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、あ

ら
か
じ
め
、宣
誓
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
投
票
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
所
】（
森
町
役
場・隣
）

期
日
前
投
票
制
度
に
よ
り

投
票
で
き
ま
す

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

郵
便
投
票
に
よ
る

不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手

帳
の
所
有
者
の
う
ち
条
件
に
該

当
す
る
人
ま
た
は
、介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区

分「
要
介
護
５
」の
人
で
、事
前
に

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
人
は
、郵
便
投
票
の
請
求
に

よ
り
投
票
で
き
ま
す
。代
理
投
票

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

  　
森
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

  （
役
場
総
務
課
内
）

　

  

☎
８
５‐６
３
０
０

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
や
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、投
票
所
の

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。入

場
券
を
再
発
行
し
ま
す
。

入
場
券
が
な
く
て
も

投
票
が
で
き
ま
す

　

各
世
帯
に
は
、有
権
者
の
氏
名

が
記
載
さ
れ
た
三
つ
折
り
で
圧
縮

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
、広
げ

る
と
同
一
世
帯
の
人（
最
大
４
人

分
）の
入
場
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。有
権
者
が
５
人
以
上
の
世
帯

に
は
、２
通
以
上
届
き
ま
す
。自
分

の
名
前
の
書
か
れ
た
部
分
を
切
り

離
し
て
、各
自
投
票
所
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

入
場
券
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

選
挙
期
日
現
在
で
年
齢
満
18

歳
以
上（
平
成
14
年
２
月
10
日
以

前
の
生
ま
れ
）の
日
本
国
民
で
、令

和
元
年
11
月
３
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
森
町
に
住
ん
で
い
て
、森

町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
。

投
票
で
き
る
人

13 広報もりまち 令和2年1月号　



病院だより
公立森町病院　☎85-2181

S p o r t   i n f o r m a t i o n

情報

　今年度第2回目の「多職種合同カンファレンス」を11月29
日に開催し、森町病院職員や、町内外の医療・福祉関係者等
66名が参加しました。
　今回は、「人生会議の進め方」をテーマに、森町家庭医療ク
リニックの棚橋信子医師による講義とグループワークを行い
ました。
　「人生会議」は、もしものときのために自分が望む医療やケ
アについて前もって考え、家族や医療・ケアチームと繰り返し
話し合い、共有する取組のことです。講義の中では、いつも考
えている必要はなく、何かの時にちょっとでも話をしてみるこ
とが大事という話がありました。
　グループワークでは、自分が余命半年から1年と言われた
時に大切にしたいことについて、もしもの時に大事と思われる
ことが書いてある「もしバナゲーム」というカードを使って意見
交換をしました。
　普段の生活の中では話しづらい「もしもの時」について、ど
うすれば周りの人と話せるかにつ
いてもディスカッションをしました。　　　　　　
専門職でも知らないことが多かった

「人生会議」について、わかりやす
い説明を聞いて話し合いを進める
中で、理解を深める場になりました。

恒例のクリスマスコンサート開催！

脳ドックのご案内「多職種合同カンファレンス」を開催

【個人形】中学男子の部
第３位　藤江陽向（森中２年）

【個人形】小学６年男女の部
優　勝　藤江空（森小６年）　

【個人組手】中学男子の部
第３位　藤江陽向（森中２年）

【個人組手】小学５・６年
女子の部
優　勝　藤江空（森小６年）

高校一般男女有段形
準優勝　加藤瑞貴
　　　　（静岡翔洋高校２年）
小学６年男女形の部
優　勝　藤江空（森小６年）
第３位　前川諒雲（飯田小６年）
小学５・６年女子組手の部
優　勝　藤江空（森小６年）
小学１・２年男子組手の部
第３位　佐藤慶弥（飯田小２年）

森町総合体育館で12月８日、「第１３回
しずおかスポーツフェスティバル兼第３
回森町ファミリーバドミントンかわせみ
大会」が開催されました。ファミリーバド
ミントンは３人制で誰もが気軽に楽しめ
るスポーツとして人気があり、県西部
地区から多くのチームが参加しました。

第１９回榛原地区空手道
錬成大会
12月８日(日)／吉田町体育センター

第４９回静岡剛柔館空手道大会
12月１日(日)／静岡市北部体育館

みんなで楽しもう！
ファミリーバドミントン大会

尚武会森町道場の皆さん藤江空さん

藤江陽向さん（左） 白熱した試合のようす

　12月22日、当院恒例の「クリスマスコンサート」をリ
ハビリテーション室で開催しました。
　今年も「さざんか少年少女合唱団」によるクリスマス
ソングや童謡、歌謡曲などが披露され、入院患者さん
たちは、子どもたちと手遊
びをしたり、馴染みの曲を
口ずさんだりしながら楽し
いひとときを過ごしました。

　当院の健診メニューに「脳ドック（MRI）」コースを追加
しました。
　MRI検査とは磁気と電波を使って、体の内部を画像
化する検査です。脳ドックとして、頭部のMRI検査をお
こないます。自覚症状がない脳梗塞や脳動脈瘤などが
発見できます。検査時間は30分程度で検査結果は後
日の郵送となります。

お問い合わせ（健診ドック室）
☎85-2389
予約受付時間  月～金曜日  13時00分～16時30分

脳ドック（MRI）　18,000円（税別）
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広報もりまちでは子どもの写真を募集しています。
この機会に、お子さんを「広報紙デビュー」させてみませんか。
　　　　　申・問　企画財政課広報統計係（電話85-6306）
　　　　　メール　kouho@town.shizuoka-mori.lg.jp

写真大募集！

わが家のアイドル
・・・・・・・・ 新しい仲間を紹介 ・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

食推協レポート

塩分控えめ。
温かくてやさしい味わいのスープです。

食推協おすすめメニュー♪

かぶとまいたけの
黒ごまスープ
（４人分）64.5キロカロリー　塩分1.0ｇ

　黒ゴマの香りが強く、まいたけの風味
も重なって普通のスープよりも少ない調
味料で作ることができます。
　黒ゴマは強い抗酸化作用があり、から
だを健康に保ってくれます。
　とろみのある、優しい味わいのスープ
は寒い冬にぴったりです！

1かぶは8つのくし切りにし、まいたけは小さくほ
ぐす。たまねぎは1cmの角切りにする。

2鍋にごま油を熱し、たまねぎを炒め、しんなりし
てきたらだし汁を注ぎ、かぶとまいたけを加える。

32が煮たってきたら弱火でしばらく煮て、野菜
が柔らかくなったらAの調味料を入れる。

43に黒ごまを加え、Bの材料をよく混ぜ合わ
せて回し入れ、とろみをつける。

材料（4人分） 作り方
森町健康づくり食生活
推進協議会（食推協）
会員

山本登代子さん
　　　　（上飯田）

かぶ・・・・・・・・2個
まいたけ・・・1パック
たまねぎ・・・1/4個
だし汁・・・・・4カップ(800cc)
しょう油・・・小さじ１
塩・・・・・・・・・・小さじ1/2
すり黒ごま・・・大さじ2
片栗粉・・・・・大さじ1と1/2
水・・・・・・・・・・大さじ1と1/2
ごま油・・・・・小さじ2

森町子育て世代包括支援
センターをご利用ください！

　妊娠中や子育て中には大変なことや不安なことも
たくさんあると思います。でも大丈夫！ひとりで悩まな
いで！子育て世代包括支援センターには専任の「母子
保健コーディネーター」がいます。母子保健コーディ
ネーターは、妊娠期から出産、子育て期までの妊産婦
さんやご家族のさまざまな相談に応じ、安心子育てを
サポートします。どんな些細なことでも大丈夫です。
どうぞ、お気軽にご相談ください。

場　所　保健福祉課（保健福祉センター内）
時　間　月～金　8:30～16：30
　　　　（祝日・年末年始は除く）
問　　　森町子育て世代
　　　　包括支援センター
　　　　☎85-6330

　小澤楓
かえで

ちゃん→
　　　　　 （２歳）
             （草ヶ谷）

だんだんお話できるように
なってきたね。
これからも元気に優しい子
になってね。

たくさん言葉を覚えていっ
ぱいお話してくれるように
なりました。

←野末早
さ き

希ちゃん
　（２歳）
　（栄町）

A

B
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ミキホール公演ガイド

健診・講座・講演会など

夜間・休日救急
公立森町病院　☎85-2181
家庭医療クリニック巡回診療

☎85-1340
●上野平公民館（上野平）
14日（金）9：00～11：00受付
●三丸会館(三倉大久保)
28日（金）9：00～11：00受付

●ボディトークを楽しむ会
25日（火）13：30～15：30

保健福祉センター
保健福祉課保健係
☎85-6330

所
問

保健福祉センター駐車場
森のKトラ市実行委員会

（商工会内） ☎85-3126

所
問

●森のKトラ市
22日（土）9：30～12：00

森町ロードレース大会実行委
員会
☎85-4191

問

●第49回森町ロードレース大会
2日（日）開会式8：30

天竜浜名湖鉄道遠州森駅
遠州木三の里連
☎090-1472-6189

所
問

●古着市
16日（日）8：30～15：00

●Ｌｅｔ'ｓ Ｅｎｊｏｙポールウォーキング
　「飯田城趾・遍照寺めぐり」
12日(水) 9：30～13：00
集合場所　下飯田ふれあい広場

地域包括支援センター係
☎85-6341

問・申

森アリーナトレーニング室
地域包括支援センター係
☎85-6341

所
問・申

●森アリーナトレーニング教室
5日(水)、19日(水)、26日(水)
14：00～15：30
定員　5名
対象　65歳以上の方

 ※取扱時間などは各販売所にお問合せください。※各公演の出演者・内容などは、都合により変更する場合がありますので、ご了承ください。

 問  森町文化会館　☎85-1111（取扱時間9：00～17：00、月曜休館）

上記公演のチケット
のお求めは…

森町文化会館(85-1111)/袋井市月見の里学遊館(49-3400)/磐田市竜洋なぎの木会館(磐田市文化振興会)(59-3232)/磐田市情報館（ららぽーと磐田1Ｆ）
（38-3974）/兵藤楽器店掛川本店(0537-23-0245) /アクトシティ浜松チケットセンター(053-451-1130) /チケットぴあ(0570-02-9999)　 Pコード　(寄
席:497-252　市川:164-274　ものまね:498-097　ぐっさん:497-723) /ローソンチケット(0570-084-084)Ｌコード ぐっさん:43567

健康・医療 2月 おでかけ・催し 2月

ところ：森町文化会館  大ホール

ところ：森町文化会館  大ホール
ところ：森町文化会館  大ホール

ところ：森町文化会館  大ホール

ぐっさんのハッピーオンステージ
全国50カ所ツアーin静岡森町市川由紀乃コンサート2020in森町

※未就学児の入場はご遠慮ください。主催：森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場はご遠慮ください。主催：森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：森町ミキホール文化振興会/テレビ静岡

※未就学児の入場はご遠慮ください。主催：森町ミキホール文化振興会

一 般
友 の 会

4,500円
4,000円

(税込)入場料 全席指定

一 般
友 の 会

3,800円
3,500円

(税込)入場料 全席指定

一 般
友 の 会

5,000円
4,500円

(税込)入場料 全席指定

一 般
友 の 会

6,500円
6,000円

(税込)入場料 全席指定

役場税務課　☎85-6308問

・税務課
所得・課税証明、納税証明の発行など
※固定資産・法人関係等の証明は発行できません。

役場住民生活課 ☎85-6312問

●開庁日時
5日(水)、12日(水)、19日(水)、26日(水)　
19：00まで

※転入・転出などの住所異動の手続きはできません。

・住民生活課
戸籍・住民票・印鑑証明書・旅券・
マイナンバーカードの交付など

夜間の窓口開庁 2月

1回目 開場
開演

11：30
12：00

２回目 開場
開演

15：00
15：30

開場 13：30
開演 14：00

開場 13：30
開演 14：00

開場 13：30
開演 14：00土2 ２21 ２6

日３ 1土

日

２ ８

第25回新春森町寄席
三遊亭 円楽　柳家 喬太郎　玉川 太福

出演者：岩本恭生、Mr.シャチホコ、中垣みな、英明、アンド－ひであき、
　　　  響乃じゅん子、こうじろう、ななみなな、石川不遼

チケット
好評発売中

チケット
好評発売中

チケット
好評発売中

ものまねライブin森町
〜Ｗアッコの名曲集〜

アクティ森 ☎８５-０１１５（水曜日定休）問

アクティ森のレストラン「かわせみ」　
冬の新作メニュー
　アクティ森のレストラン「かわせみ」で
は、冬季限定の「森の姫牛　豆乳坦々うど
ん（小ライス付）」が新作メニューとして登
場！森町産ブランド牛「森の姫牛」を１００％
使用した肉みそ、森町特産の「レタス」、そ
して豆乳が相性ピッタリの一品。

９５０円（税込）で販売中。
３月上旬まで

※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日

完売御礼
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Living guide

大野雄一著・メイツ出版

13歳からの
｢身になる読書術」

固定資産税・都市計画税…第4期分
国民健康保険税…………第8期分
介護保険料（普通徴収）…第6期分
後期高齢者医療保険料（普通徴収）
……………………………第7期分

●予防接種のしおり交付
3日（月）受付9：15～9：30
●6か月児相談
7日（金）受付9：00～9：30
●1歳6か月児健診
12日（水）受付13：15～13：45
●2歳児相談 
14日（金）受付9：00～9：30

●おはなしぶらんこ
毎週土曜日
10：30～11：00

●森のくまさん広場
毎週水曜日　11：00～11：30
●すくすくクラブ
6日（木）10：00～11：00

●折り紙教室
15日（土）14：30～15：00

●移動児童館（宮園小）
26日（水）15：00～16：15
●大道芸「あまる」
29日（土）10：00～11：00

●作ってみよう
1日（土）14：30～15：00

●移動児童館（三倉小）
19日（水）14：30～15：45

●移動子育て支援センター
（飯田総合センター）
14日（金）10：00～11：15

●絵手紙教室
8日（土）14：30～15：00
●移動児童館（天方小）
12日（水）14：30～15：45

●移動児童館（飯田小）
5日（水）15：00～16：15 ●のびのびクラブ

20日（木）10：00～11：00　

●お楽しみゲーム大会
22日（土）14：30～15：00

●暮らしの何でも相談（電話相談）
平日9：00～17：00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715

子育て支援センターイベント情報
☎85-2839　月曜休館

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

健診・相談
保健福祉センター
役場保健福祉課☎85-6330

所
問

❶両手の人差し指と親指で輪っ
かを作る。❷利き足でない方の
ふくらはぎの一番太い部分を軽
く囲む。❸すき間ができると要
注意！痩せすぎの人は太りすぎ
の人よりも死亡率が高くなる傾
向にあります。
　食事で十分なタンパク質をと
り、適度な運動を継続的におこ
なうと、筋肉の減少は緩やかに
なります。町では楽しく体力づく
りができる運動教室を開催して
います。ぜひご参加ください！

地域包括支援センター係
☎85-6341

問

役場産業課　☎85-6319所・問

●消費生活相談
水曜日は消費生活相談員駐在
平日8：30～17：15

●人権相談
13日（木）13：00～15：00

所 町 問 住

●障がい等地域生活相談室
　（要予約）（知的・発達障がい）
21日（金）9：00～16：00
※その他希望に応じた日時で対応

所 保
問 保

●結婚相談
9日（日）9：00～11：30

所 保 問 社

●森町成年後見制度相談所（要予約）
4日（火）13：30～16：00 所 保 問 社

相談 2月 子育て

（納期限3月2日）

納税など 2月

図書館

　 森町立図書館 ☎85-1113 （９：００～１７：００ 水曜のみ１９：００まで月曜休館）問

町民生活センター
保健福祉センター

所 町
保

役場住民生活課　☎85-6312
役場保健福祉課　☎85-1800
社会福祉協議会　☎85-5769

問 住
保
社

　世界79か国の15歳を対象に3年ごとに行われる2018年の「学習到達
度調査」で、日本の「読解力」は15位となり、前回の８位から大きく順位を落
としてしまいました。「読書習慣の減少」が要因の一つともいわれています。

　読書といっても「何から読めばいいの？」と悩んで
いる中学生はいませんか？そんな皆さんにおすす
めしたい新刊本は、ずばりこの一冊です。
　現役中学校教師が、将来の糧となる知識の本、
コミックス、おすすめのミステリーやエンタメ本な
ど、幅広いジャンルの200冊をユーモアたっぷりに
紹介してくれます。　
　自分にピッタリの一冊に出会えるといいですね！

高齢者は「太りすぎ」よりも
「痩せすぎ」に要注意！

簡単チェック！
指輪っかテスト！

図書館員の
つぶやき

2月

13日（木）13：30～16：30
※予約受付1/23（木）～

所 町
問 住

●無料法律相談（要予約）　 

19日（水）9：30～12：00
●年金相談(要予約)　 所 保

掛川年金事務所
☎0537-21-5521

問

3日(月)、17日(月) 9：00～12：00
所 保 問 社●心配ごと相談

中学生から始める｢読書のススメ」

本を味方につけよう！
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小動物慰霊祭の開催

と　き

ところ

その他

2月14日（金）13：30～
風祭山　福王寺（磐田市
城之崎4丁目2722-1）
どなたでも参加可、申込不
要、お布施などは不要

問 磐田市環境課
☎37-2702

　不慮の事故や疾病などで亡くなっ
た犬や猫などの霊を慰めるため開催
します。

「袋特市」開催

と　き

ところ

２月22日（土）雨天決行
受付時間9：30～
販売時間
中学部10：30～11：00
高等部10：30～11：30
袋井特別支援学校

（袋井市高尾2753-1）
問 県立袋井特別支援学校

☎43-6613　FAX43-6789

　中学部・高等部の生徒が作業学習
で作った手作りのさまざまな製品を
販売します。

　自分のこころの健康について考
え、こころの健康を保つ方法を身に
つけてみませんか。興味のある方は
どなたでもお気軽にご参加ください。

　～大切な人の最期の思いを叶える
ために～　最期まで地域で暮らすた
めに、在宅での医療や介護について
考えませんか。

こころのポカポカセミナーを
開催します

劇団たんぽぽ　演劇公演
「ゆずり葉の季節（はる）」

と　き

ところ

2月16日（日）
14：00～16：00
メロープラザ1階

（袋井市浅名1027）

自分の歯を大切に
8020講演会のお知らせ

演　題

講　師

内　容

｢在宅歯科医療から見た
8020運動の成果と課題｣
奥山秀樹

（佐久市立国保浅間総合
病院  歯科口腔外科部長）
訪問歯科診療の経験豊富

と　き

ところ
内　容

講　師
対　象
定　員
参加費・予約

２月16日（日）
13：30～15：30
iプラザふれあい交流室
全国で実施が始まっている

『メリデン版 訪 問 家 族 支
援』を紹介しながら、本人・家
族が生き生きと地域で生活
するためには何が必要か皆
さんと考えたいと思います。
上久保真理子氏（ぴあクリニック）
どなたでも
約100人
不要（当日会場へ）

問 丹誠会事務局
☎35-6127

精神保健福祉講演会
「精神に障害のある方への訪問支援」

催し

役場保健福祉課障害福祉係
☎85-1800　

問・申

と　き

ところ
内　容

講　師
参加料

２月23日（日）
13：30～15：00
森町文化会館２階 小ホール

「こころの健康を保つため
に大切なこと」
こころ元気研究所　
鎌田敏  氏
無料
２月20日（木）までに電話
でお申し込みください。

と　き

ところ
料　金

チケット
販　 売

2月15日（土）
開会14:00(会場30分前)
森町文化会館 大ホール
前売1,500円当日2,000円
学生（高校生以下）1,000円
・アミューズ豊田・竜洋なぎ
の木会館

問 消防本部総務課消防総務係
☎44-5111

　令和２年４月に業務開始をする袋
井消防庁舎・袋井市防災センターの
建築工事が終了しました。
　業務開始に先立ち、庁舎内部を住
民の皆さまに披露しますので、お越
しください。

袋井消防庁舎・袋井市防災センター
内覧会の開催について

と　き

ところ

その他

２月22日（土）および23日（日）
両日とも9：30～15：00
袋井消防庁舎・袋井市防
災センター（袋井市国本
2907番地）
※車でお越しの際の駐車
場は、袋井市役所をご利用
ください。
どなたでも申し込み不要で
内覧できます。

　町長が毎月１日に同報無線で放送している「今月の町政」を動画で配
信中です。手話でのあいさつを開始しました。森町ホームページ「町長
の部屋」からご覧いただくか、インターネットで「森町　今月の町政」と検
索してください。
●スマホアプリで
　　広報もりまち配信中！！●
※アプリは無料ですが、通信
費は別途発生しますのでご
注意ください。

問 磐周歯科医師会
☎34-8536

な歯科医師が、様々な方へ
8020（80歳で20本以上
の歯が残っている）達成に
向けてお話をします。
参加費無料 申し込み不要

（先着200名）

町長の同報無線の放送を動画でご覧いただけます！！

　本相談会は、同一日に全国共通の
フリーダイヤルにて全国の司法書士
が相談に応ずるという大規模なもの
です。電話による法的助言にとどま
らず、希望に応じて相談者の地元に
いる司法書士を紹介し、継続的な支
援を行っていきます。
問 静岡県青年司法書士協議会

☎053-424-8002

１月26日（日）
10：00～16：00
司法書士による電話相談、
当日、静岡県司法書士会
館では面談相談も行います

（事前予約不要）
　  0120-052-088
生活保護に関すること

（相談料無料・秘密厳守）

と　き

相談方法

内　容

相談
全国一斉生活保護110番

（無料相談会）
整 理 券

（当日精算）

・兵 藤 楽 器 店 袋 井ミュー
ジックセンター
・チケットぴあ
森町文化会館、森町社会
福祉協議会

問 劇団たんぽぽ　
☎053-461-5395
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Information

アプリは 無 料です
が、通信費は別途発
生しますのでご注意
ください。

※

検索マチイロ

（　）内は先月比
1月1日現在

世帯数

人口 男
女
計

6,643世帯（−15）

（−26）
（−9）
（−35）

9,100
9,143

18,243

人の動き

中部電力からのお願い

スマホアプリで
広報もりまち配信！!

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

は
こ
ち
ら
か
ら

アプリは 無 料です
が、通信費は別途発
生しますのでご注意
ください。

※

検索マチイロ

お知らせ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
）

問 森町文化会館内　
「ミキホール友の会事務局」　
☎85-1111（月曜休館）

令和２年度採用町職員の
追加募集

ミキホール友の会
令和2年度会員募集のお知らせ

募集
　町では、令和2年度採用の町職員
採用試験を次のとおり行います。
職種・募集予定人員
〇事務職員　（大学卒）若干人

　ミキホール友の会では令和2年度
の会員を募集します。

問 役場総務課職員係　
☎85-6301

会計年度任用職員の募集
（令和２年４月１日から任用）

　町では、会計年度任用職員を募集
します。
会計年度任用職員とは
　町の行政事務の補助等として１会
計年度（4月～翌年3月）を任期とし
て任用される非常勤の公務員です。
募集職種・勤務条件・申込方法
　募集職種、勤務条件、申込方法
などの詳細は、町のホームページ
https://www.town.morimachi.
shizuoka.jp/　を御確認ください。

　【防霜ファン保有のみなさんへ】
　大切な茶園を守るため、防霜ファ
ンをご使用になる前には、施設の点
検ならびに試運転を行い、ファンの
回転確認を必ず実施してください。
　万一、以上を発見した場合は、た
だちにメーカー、電気工事店および
お近くの中部電力までご連絡をお願
いします。

※児童を養育している方の所得が
所得制限限度額以上の場合は、特例
給付として月額一律5,000円となり
ます。
※詳しくはお問い合わせください。

　農林水産省では、令和２年２月１日
現在で「2020年農林業センサス」を
実施します。この調査は今後の農林
業の政策に役立てるために５年ごと
に実施される極めて大切な調査であ
り、全国の農家や林家をはじめ、す
べての農林業関係者を対象に行わ
れる「農林業の国勢調査」ともいうべ
きものです。
　１月中旬から調査員が農林業を
営んでいる皆さまのところに訪問し
て、調査票に農林業の経営状況など
の記入をお願いしますので、ご協力
をお願いします。

2020年農林業センサスが
実施されます

問 役場企画財政課広報統計係
☎85-6306

問 役場保健福祉課厚生係
☎85-1800

問 中部電力（株）電力ネットワークカ
ンパニー掛川営業所　
　  0120-977-230

　令和２年1月1日現在、町内に事業
用償却資産を所有している個人・法
人は「償却資産の申告」をしていただ
くことになっています。前年度に申
告された人には、12月中旬に申告書
類を郵送してあります。
　提出期限は1月31日（金）ですの
で、期限までに提出をお願いします。

償却資産の申告は
1月31日までに

問 役場税務課資産税係
☎85-6309

児童手当等の支給について
　児童手当・特例給付の受給者に下
記のとおり支給しますので、お知らせ
します。

２月10日（月）
受給者の指定口座へ振り
込み
令和元年10月～令和２年
１月分

支給日
支払方法

支給内容

 ●３歳未満 月額 15,000 円

 ●３歳～小学生
　　　第１子・２子

　　 第３子以降

月額 10,000 円
月額 15,000 円

 ●中学生 月額 10,000 円

 ●特例給付 月額　5,000 円

役場総務課職員係　
☎85-6301　

問・申

・地方公務員法第16条の
欠格事項に該当しない人
・一般事務…昭和59年4
月2日以降に生まれた人
で、令和2年3月までに4
年制大学を卒業または卒
業見込みの人

2月14日（金）9：00～
令和2年4月1日～
令和3年3月31日
新 規 1 , 5 0 0 円（ 入 会 金
500円・年会費1,000円）　
継続会員は1,000円
会報によるイベント情報
のお知らせ、チケット先行
販売・割引販売、いわた文
化友の会の特典

受験資格

受付開始
会員期間

費 　用

会員特典

試験日
・会場

申込期間

・第1次　2 月1 6日(日)　
町民生活センター
・第2次　3月3日(火)　
町民生活センター
1月20日(月)～2月5日(水)

▼
表
紙
の
写
真
は
、作
品
製
作
の
途

中
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
枚
一
枚
の
鉄
の
板
を
溶
接
で
貼
り

合
わ
せ
、た
た
い
て
角
を
ま
る
め
て

い
く
工
程
に
驚
き
ま
し
た
。細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
の
こ
だ
わ
り
が
、鈴
木

さ
ん
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

▼
静
岡
市
で
行
わ
れ
た
第
20
回
記
念

し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
。全
力
を

尽
く
そ
う
と
必
死
に
走
る
選
手
の
姿

に
感
動
。撮
影
を
し
な
が
ら
も
心
の

中
で
は「
が
ん
ば
れ
！
」と
叫
ん
で
い

ま
し
た
。選
手
た
ち
の
勇
姿
に
励
ま

さ
れ
、自
分
も
努
力
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

      （
ゆ
）

編
集
後
記
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「
地
域
防
災
訓
練
の
日
」
の
12

月
１
日
、
東
南
海
沖
を
震
源
と
す

る
大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し

た
地
域
防
災
訓
練
が
町
内
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

て
、
地
域
内
の
危
険
箇
所
の
確
認

や
家
具
の
固
定
な
ど
、
家
庭
内
の

安
全
確
認
や
地
震
発
生
時
の
地
域

で
の
行
動
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し

た
。西

幸
町
町
内
会
で
は
、
防
災
倉

庫
内
の
資
機
材
の
説
明
と
取
扱
訓

練
を
実
施
。
役
場
職
員
ら
が
中
心

と
な
り
、
仮
設
ト
イ
レ
の
組
み
立

て
を
行
い
ま
し
た
。

草
ヶ
谷
町
内
会
で
は
、
ハ
イ
ゼ

地
震
に
備
え

　
町
内
各
地
で
防
災
訓
練
実
施

ッ
ク
ス
を
使
用
し
た
非
常
食
（
さ
つ
ま
い
も

と
リ
ン
ゴ
の
コ
ン
ポ
ー
ト
、
だ
し
し
ょ
う
ゆ
ご

飯
）
の
作
り
方
を
自
主
防
災
会
か
ら
教
わ
り
、

試
食
を
行
い
ま
し
た
。

宮
代
西
・
東
町
内
会
で
は
、

避
難
所
の
運
営
と
災
害
へ
の

備
え
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等

を
活
用
し
て
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
危

険
箇
所
の
把
握
、
そ
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▲ＡＥＤを使用した救命処置（宮代）

▲多くの人が参加したバケツリレー（宮代）

▲できあがった「だししょうゆご飯」（草ヶ谷）

役場職員の支援のもと仮設トイレの組立を行う参加者

▲災害対策本部で行われた情報伝達訓練のようす（森分署内）

▲中学生が参加した非常食の調理（草ヶ谷）
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